
  
 
今回は、あい・かもがた学園の取組について紹介します。  

令和５年度 あい・かもがた学園の取組 
あい・かもがた学園では、９年間の連続性のある学びを総称した「あい・かもがた学」の

もと学校・家庭・地域が協働して「夢をもち 未来にはばたく かもがたの子ども」の育成
を目指しています。そして、知・徳・体のバランスのとれた教育を実施しています。    
今年度は、特に本学園が一体となって「ほめて・認めて・励まして育てる」という心の教

育に重点を置いて取り組んできました。 
 
あい・かもがた学園の目指す子ども像 
 
     

 

 

   

 

 

 

 

 

 

～自他との関わりの中で、生きる力を育む～             令和５年度  第４号     
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浅口市小中一貫教育通信 
★キラリ★ 

郷土愛を育む「あい・かもがた学」の取組 

鴨方の歴史の話 
（鴨方東小学校６年生） 

 

四条原古墳群の実測 
（六条院小学校６年生） 

阿部山分校で阿部山に育つ
花木の学習 
（鴨方西小学校６年生） 

探究的な学習の発表会 
（シリウスにて）  

（鴨方中学校３年生） 

小学校６年生は３校とも郷土の
歴史や自然を知る学習を行いまし
た。 
鴨方東小学校では、鴨方図書館長

から「鴨方の歴史」についてスライ
ドをもとにお話を聞きました。 
六条院小学校では、四条原古墳群

に行き、実際に古墳の大きさや石室
を実測したり、浅口市ひとづくり推
進課学芸員から六条院の歴史につ
いて教えてもらったりしました。 
鴨方西小学校では、阿部山分校に

行き、地域ボランティアの方から阿
部山に育つ花木についてのお話を
聞きました。 
このような学習を通して、郷土の

歴史や自然を知り、郷土を誇りに思
い、郷土を愛する気持ちが児童に育
ってきています。 
また、鴨方中学校では、総合的な

学習の時間に SDGｓの視点を取り
入れた学習をしています。今年の３
年生は、エナジードサミットに向け
て学校生活の中で課題を見付け、解
決策をプレゼンにまとめ、発表する
ことができました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ほめて・認めて・励まして育てる」あい・かもがた学園の取組によって、子どもたちの自己肯定感が

高まり、子どもたちが自信をもって学べる・安心して生活できる環境が整っています。地域の中で成

長する子どもたちをこれからも学校・家庭・地域が協働・連携して支えていきたいと思います。 

★次回は「寄島学園」の取組について紹介します。 

「ほめて・認めて・励まして育てる」心の教育の取組 

菊池先生の授業（鴨方西小） 菊池先生の授業（鴨方中） 価値語カレンダー（鴨方中） 

山香先生の授業（鴨方東小） 山香先生の授業（六条院小） ほめ言葉トランプ（六条院小職員） 

あい・かもがた学園の共通のツールは、「ほめて・認めて・励まして育てる」です。４つの学校
が、菊池省三先生、山香昭先生を講師としてお迎えして、子どもたちへ道徳や学級活動の授業を実
践していただきました。言葉かけ一つで変容していく子どもたちの様子を参観し、お互いを認め
合える集団に育てるためには、大人のかかわりが大変重要であることを学びました。１学期は菊
池先生と山香先生の両者に、２学期は山香先生にお越しいただきました。３学期も山香先生にお
越しいただく予定です。 
あい・かもがた学園の子どもを取り巻く大人が、子ども一人一人のよさや可能性を見出し認め

ていくことで、夢や目標をもち、仲間とともに力強く歩みだすことがきる児童・生徒が育つことを
願っています。 

あい・かもがた学園が一体となって取り組んだ合同学校運営協議会連絡会 

夏季休業中にあい・かもがた学園
の合同学校運営協議会連絡会を実施
しました。今回は初めて各校の児童・
生徒が参加しました。共通の課題で
ある「あいさつ」について話し合い
ました。どこの学区も活発な話合い
が行われ、「あいさつの輪を広げてい
く」ためのたくさんのアイデアが出
され、有意義な時間となりました。 


